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森林と市民を結ぶ全国の集い 2025（第 29回） 

森活しよう！ 
～山から街までの生物多様性保全をめざして～ 

報告書 
 

■実施日程 
2025年 4月 22日（火）～5月 30日（金） 

4月 22日（火）セッション 1 
5月 23日（金）セッション 2 
5月 30日（金）セッション 3 

5月 17日（土）・18日（日）フィールド編@大阪府富田林市 
 

■主 催 
「森林と市民を結ぶ全国の集い 2025」実行委員会 

公益社団法人国土緑化推進機構 
実行委員長：鹿住 貴之（認定 NPO法人 JUON(樹恩) NETWORK 理事・事務局長） 

■後 援 
日本林業協会、全国森林組合連合会、全国木材組合連合会、全国市長会、全国知事会、全国町村会、 

森林づくり全国推進会議、林野庁 
■事務局 

NPO法人森づくりフォーラム 



2 
 

目   次 

 

 

 開催趣旨・日程・プログラム概要 ............................................................... 3 

 

 プログラムレポート ...................................................................................... 6 

 

 参加実績・参加者アンケート ................................................................... 16 

 

 これまでの「森林と市民を結ぶ全国の集い」 ........................................ 25 

 

 「森林と市民を結ぶ全国の集い 2025」実行委員 スタッフ名簿 ......... 26 



3 
 

 開催趣旨・日程・プログラム概要 
■開催趣旨 
私たちの暮らしを支える森林・自然は、多種多様な生き物たちの 
すみかであり、「生物多様性」の宝庫でもあります。 
 
日本では、里山に代表されるような、人々の利活用を通じて形成された 
森林・自然が多く存在しています。 
 
人と生き物たちと自然環境の間で、複雑な相互関係から成り立つ 
このような生態系は、現代において山や農山村地域だけではなく、 
公園や緑地といった形で都市部にまで広がっています。 
 
今回の「森林と市民を結ぶ全国の集い」は、 
私たちが山から街までの生物多様性を育み、豊かにしていくために 
できることについて考え、行動するきっかけをつくることを目的に開催します。 
 
■日程 

実施日時 プログラム 
4月 22日（火）19:00～21:00 オンライン編・セッション 1 
5月 23日（金）19:30～21:00 オンライン編・セッション 2 
5月 30日（金）19:00～21:00 オンライン編・セッション 3 
5月 17日（土）～18（日） フィールド編@大阪府富田林市 

 
■参加費 

プログラム 項目 料金 参加形態 
講演動画視聴 無料視聴 無料 オンライン配信（要申込） 
オンライン編 
セッション 1・2・3 

一般（早割） 1,000円 オンライン配信/アーカイブ 
一般（通常） 1,500円 オンライン配信/アーカイブ 
学生 500円 オンライン配信/アーカイブ 
応援・協賛 3,000円 オンライン配信/アーカイブ 

フィールド編 
（オンラインセッション
含む） 

一般 13,000円 宿泊希望（5/17夕食・5/18昼食付） 
学生 11,000円 
一般 3,500円 宿泊なし（5/17夕食・5/18昼食付） 
学生 2,500円 
一般 1,500円 5/18のみ参加 
学生 1,000円 

  ※応援・協賛金の一部は「緑の募金」に寄付 
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■プログラム【オンライン編】 
◇基調講演 
・渋沢 寿一（農学博士） 
  『日本の森と地域』 
 
◇セッション 1       4月 22日（火）19:00～21:00 
＜人口激減時代の生物多様性を考える＞ 

話題提供 深澤 圭太（国立環境研究所） 
嵯峨 創平（ヤマノカゼ舎／京都大学大学院 地球環境学舎博士課程） 

コーディネーター 赤池 円（私の森.jp） 
コメンテーター 小森 耕太（認定 NPO法人 山村塾） 

 
◇セッション２      5月 23日（金）19:30～21:00 
 ＜生物多様性を見える化しよう〜ビッグデータを活用した新しい森づくり〜＞ 

話題提供 中井 照大郎（青葉組（株式会社 GREEN FORESTERS）） 
竹澤 正浩（三井不動産株式会社） 

コーディネーター 水谷 伸吉（一般社団法人 more trees） 
コメンテーター 國岡 将平（合同会社 MANABIYA／智頭町 地域林政アドバイザー） 

後藤 洋一（NPO法人 樹木・環境ネットワーク協会） 
 
◇セッション３      5月 30日（金）19:00～21:00 
 ＜市民・企業が都市で森をつくるには？＞ 

話題提供 竹内 智子（千葉大学大学院園芸学研究院 准教授） 
志賀 壮史（NPO法人グリーンシティ福岡） 
髙橋 優希（東京建物株式会社） 

聞き手・ 
コーディネーター 

小野 なぎさ（一般社団法人 森と未来） 
坂本 有希（フェアウッド・パートナーズ、一般財団法人 地球・人間環
境フォーラム） 
矢島 万理（公益社団法人 国土緑化推進機構） 

 

  



5 
 

■プログラム【フィールド編】 
      5月 17日（土）13:00～18日（日）12:00 
 ＜新しい里山的生き方＝生物多様性保全？＞ 
会場：NPO法人里山倶楽部フィールド、大阪府富田林市 市民会館 ほか 
集合：富田林駅 5月 17日 13:00～バスで会場へ移動 ※解散：富田林市 市民会館 5月 18日 12:00 

日程 内容 
5月 17日 13:00 富田林駅 集合・バスで移動 
           13:30 持尾展望台に到着 

13:45 現地到着・レクチャー 

14:15 フィールド視察 
17:00 視察終了・夕食準備 
18:00 懇親会 
20:00 夕食・懇親会 

           20:30 宿泊地到着（ワールドヴィレッジ） 
5月 18日  8:30 宿泊地出発 

9:00 富田林市市民会館 松の間 到着 
9:15 受付開始 

            9:30 意見交換・ディスカッション 
12:00 閉会・昼食 
13:00 オプションツアー ※両日参加者のうち希望者のみ 

（堺第 7-3区「共生の森づくり」フィールド） 
 

意見交換 
ディスカッション 
出演者 

寺川 裕子（NPO法人 里山俱楽部） 
夏原 由博（公益社団法人 大阪自然環境保全協会） 
新田 章伸（NPO法人 里山倶楽部） 
松村 正治（NPO法人 よこはま里山研究所） 
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 プログラムレポート 
■基調講演（動画配信） 
講演『日本の森と地域』 
農学博士 渋沢 寿一さん 

 
渋沢 寿一（しぶさわ じゅいち）さん プロフィー
ル 
1952 年生まれ。1980年東京農業大学大学院修了。
国際協力機構専門家としてパラグアイに赴任後、
長崎オランダ村ハウステンボスの企画、経営に携
わる。現在は、NPO法人共存の森ネットワーク理
事長。全国の高校生 100人が「森や海・川の名人」
をたずねる「聞き書き甲子園」の事業をはじめ、森
林文化の教育・啓発を通して、人材の育成や地域
づくりを手がける。明治の実業家・渋沢栄一の曾
孫。著書に「森と算盤」（大和書房）他。 
 

 

 
本講演では、「森の聞き書き甲子園」をはじめと

した渋沢さんのこれまでの取組みと合わせて、森

林の循環的な利活用による、持続可能な生活を営
んできた日本各地における事例が紹介された。 
第二次世界大戦後の拡大造林やエネルギー革命

が、日本の循環社会を破壊した要因であると指摘
し、現代社会が経済性や効率性を追求するあまり、
「無縁社会」となっていると警鐘を鳴らしている。 
最後に、持続可能な社会を築くためには、経済・

社会・環境のモデルだけでなく、生き方や働き方
のモデルを変える必要があるという提言で締めく
くられた。 
 
トークセッション『山から街までの生物多様性保
全をめざして』 

 
 
この動画は講演者・渋沢寿一さんと、「森林と市

民を結ぶ全国の集い 2025」実行委員の 4名による
トークセッションを収録したもの。実行委員の小
野なぎささん（一般社団法人森と未来/東京）、小
森耕太さん（NPO法人山村塾/福岡）、寺川裕子さ
ん（NPO 法人里山倶楽部/大阪）、水谷伸吉さん
（一般社団法人 more trees/東京）の 4 名が参加
した。 
 
小森耕太さんからは、福岡県八女市での活動経

験から、人口減少時代における人と森の関わり方
について言及し、都市に住む人々がどのように山
に関わっていくべきか、問いかけがあった。 
渋沢さんは、森側が都市の人間を受け入れるだ

けでなく、自然の中で暮らす作法や、資源生産性
という観点から物事を考える必要性を強調し、教
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育の場としての廃校の活用や、持続可能な社会を
築くための新たな教育システムの必要性を語った。 
水谷伸吉さんからは、宮崎県諸塚村での自団体

での取り組みの経験から、地域に根ざした文化の
担い手不足の現状において、関係人口が地域社会
や生物多様性保全の担い手になり得るかという問
いが投げかけられた。 
渋沢さんは、関係人口的な関わり方はやらない

よりは良いとしつつも、担い手としてどこまでな
りうるかは難しい問題であるとし、人口減少社会
において、人間が何を基準に生きるかという大転
換が必要ではないか、と答えた。また、祭りの本質
は神様（自然）と共に生きることであり、その精神
性を抜きにしては、地域づくりはできないと語っ
た。 
また水谷さんからは、企業による森林保全の取

組みにおいて、数値化・定量化を重視する傾向が
あることについて問いかけもあった。 
渋沢さんはこれに対し、単なる定量化の限界を

指摘し、人間と自然の関係性を立体的に捉えるこ
との重要性を強調した。また、江戸時代における
ゼロカーボンな暮らし方など歴史から学び、人間
が自然との適正なバランスを模索すべきだと述べ
た。企業には、新しいものだけでなく過去の知恵
も活かした共存モデルの構築を期待し、自然との
関わり方を体感できる教育の必要性も訴えた。 
寺川裕子さんからは、里山的な生き方、暮らし

方を取り入れるための若者たちへの提案として、
自然との関係性をどう築いていくか、その具体的
なヒントとしてどのようなものが考えられるか、
という問いがあった。 
渋沢さんは、人間も自然の一部であり、自分自

身の身体が最も身近な環境問題であるという認識
から、自然との関わり方を再認識することの重要
性を説かれた。また、情報が溢れる現代において、
正解が一つではない中で、自ら選択し、判断する
力を養う教育の必要がある、と強調した。 

小野なぎささんからは、現代の多様な価値観の
中で、人工林を嫌う人もいれば、その佇まいを美
しいと感じる人もいるように、森の多様性を認め、
楽しむことが重要になってきているとの感想を述
べた。 
それを受けて、渋沢さんは農業や林業が地球上

で最大の環境破壊であるという側面を指摘しつつ
も、それがなければ人間は生きていけないという
現実を認め、人間が自然とのバランスをどう取っ
ていくか、その答えは人間側にある。そして、地域
や個人が、自分たちの価値観を決め、自分たちの
生き方を創造していくことが重要なのではないか、
と述べた。 
 

 
 
■基調講演およびトークセッション動画は、開催
期間中 YouTubeに限定公開し（要申し込み）、合
計 1,000回の視聴再生があった。 
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■セッション 1  
「人口激減時代の生物多様性を考え
る」 
 
 
＜趣旨＞ 
日本の里山には豊かな生態系があることはよく

知られている。人がそこに暮らし自然を利用する
ことで、多様な生物の生活圏を支える。人がその
地域で暮らすことから撤退し、自然に関わること
をやめると、何が起こるのか？ 
多くの人は、生態系は「もとあった豊かさを取

り戻す」と考えるが、必ずしもそうではないこと
がわかってきた。 
 
発表者の発言趣旨、印象に残った発言 
１ 深澤 圭太さん（国立環境研究所） 
里山の生態系を研究する深澤氏は、廃村となっ

た里山地域の生態系について調査している。調査
では、日本各地の 34 の廃村とそれらに近接する、
人の住む集落との比較から、土地放棄がチョウ類
に与える影響を明らかにした。その結果、土地放
棄によって多くの種が減少し、特に低い気温を好
む草原性のチョウ類が減少しやすいことがわかっ
た。しかも、廃村となって数十年が経過しても減
少した種が戻るわけではないこともわかってきた。
深澤氏らは、チョウだけでなく、最終氷河期以降
の草原性生物の存続にとって、ヒトによる土地利
用（農耕・たたら製鉄など）によってつくられた環
境が欠かせない要因であると推測している。 
 
２ 嵯峨 創平さん（ヤマノカゼ舎） 
日本の気候帯の境界にあって、植物の多様性が

高く、平安時代から薬草文化が続く伊吹山の春日
地域について嵯峨氏にお話いただいた。春日地域
には、伊吹山の薬草文化の中心地であり現在唯一
残された薬草生産地、笹又耕地がある。笹又集落
は、1975年に廃村となったが、それでもこの地区

に通い、移住する人が増えているという稀有な状
況がおきている。また、雪崩被害や獣害をきっか
けに、薬草栽培地・薬草文化を守ろうと、クラウド
ファンディングが組織され、「笹又地蔵祭」には
150 人もの人々が参加し、あらたなコモンズの形
成を期待させるものとなった。 

 
まとめや感想など 

2 つの発表から、里山の生物多様性を維持する
には、土地を放棄せず、人による利用を継続する
工夫が必要であること、廃村になってからでも IT
などを通じて人やお金を集めることができている
事例などを学んだ。 
 

 
 
＜報告者＞ 
赤池 円（私の森.jp編集長） 
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■セッション 2 
「生物多様性を見える化しよう〜ビ
ッグデータを活用した新しい森づく
り〜」 
 
＜趣旨＞ 
生物多様性の測定や指標設定への関心が高まって
いる。新たなテクノロジーやビッグデータを活用
して、森林・里山保全の成果や生物多様性度を測
ることはできるのか。生物多様性の「見える化」や
ビッグデータを活用した新たな森づくりに取り組
む 2 社からの具体的な取り組み事例をもとに、デ
ィスカッションを行った。 

 
発表者の発言趣旨 
１ 中井 照大郎さん（株式会社 GREEN  
FORESTERS 代表取締役） 

GREEN FORESTERS は「林業の自然資本産業
化」をミッションに掲げ、伐採放棄地の増加や造
林従事者の減少といった現代林業が抱える課題に
取り組んでいる。特に、森を育てる造林業に特化
した活動を展開している点が特徴である。 
事例紹介では、スキー場跡地などの伐採地にお

いて植生の回復を進め、生物多様性への影響を定
量的に測定。放置された土地では種数が減少する
が、植林を行うことで植物の種数を 1.8 倍に回復
させることができ、100 種を超える動植物の生息
地が形成される可能性が示されている。 
さらに、草地の一定割合を意図的に維持するこ

とで、草本植物やルリビタキなど草地性の鳥類の
生息環境も確保し、単に森林を回復させるのでは
なく、湧水地・草地・森林のバランスある構成によ

り、多様な生物が共存できる環境づくりを目指し
ている。 
 
２ 竹澤 正浩さん（三井不動産株式会社 サステ
ナビリティ推進部） 
三井不動産では、「植える・育てる・使う」とい

う循環型の森づくりを「終わらない森」として位
置づけ、北海道の約 5,000ha におよぶ自社所有林
で持続可能な林業を推進している。 
また都市開発においても、緑地の量と質を数値

で評価しており、同社の代表的な大規模開発プロ
ジェクトでは、開発前と比較して緑の「量」は東京
ミッドタウンなど 9 物件で 2.6 倍、日本橋エリア
の 6物件では 4.4倍に増加したと報告。 
さらに、東京ミッドタウンの事例では、地域在

来種の植栽種類が開発前の 8 倍に増加し、それに
より敷地に呼び込める鳥類の種数が 1.8 倍、チョ
ウ類は 1.4倍に増加したと推計されている。 

 
まとめ・感想 
生物多様性の「見える化」や「定量化」には、モ

ニタリングの継続性やデータの信頼性といった課
題も多いが、こうしたアプローチへの社会的関心
とニーズは今後ますます高まることが予想される。 
一方で、生物多様性そのものを「目的」とするので
はなく、私たちの暮らしの質や価値観の結果とし
て生物多様性が育まれるような社会を目指す視点
も重要である。 
 
＜報告者＞ 
國岡 将平（合同会社MANABIYA 代表社員） 
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■セッション 3「市民・企業が都市で
森をつくるには？」 
 
＜趣旨＞ 
都市・都市近郊の森=アーバンフォレストの活

動が注目されている。都市住民にとって身近な森
（緑地・公園など）の価値や現況や課題を知り、市
民・企業がそれぞれで実践・参加できるアプロー
チについて考えた。 

 
発表者の発言趣旨 
１ 竹内 智子さん（千葉大学大学院園芸学研究
院 准教授） 
都市緑地政策の専門家として、東京都庁での実

務経験と研究をもとに、都市の緑の多様な役割と
課題を紹介。ヒートアイランド現象の緩和や豪雨
時の保水力、生物多様性の確保など、都市緑地の
機能を SDGs の視点から整理。近年の気候変動や
樹木事故、管理費の減少といった課題に触れ、市
民・企業・行政の連携による「育てる緑」の重要性
を訴えた。 
 
２ 志賀 壮史さん（NPO法人グリーンシティ福
岡 理事） 
福岡市での市民による都市の森の保全活動を紹

介。特別緑地保全地区での間伐や土留め、観察会、
クラフト体験など、多世代が関われる活動を展開。
近年は「ガイドウォーク」に力を入れ、都市の森の
魅力を伝える場づくりを実践。都市の森の特徴と
して、アクセスの良さと同時に、近隣住民との関

係性や法令遵守、多様な参加者への配慮が求めら
れる点を強調した。 
 
３ 髙橋 優希さん（東京建物株式会社 
ビルマネジメント第一部課長代理） 
東京・大手町の再開発で「大手町の森」を創出し

た事例を紹介。自然の森を都市に再現するため、
千葉県で 3 年間の実証実験を経て移植する「プレ
フォレスト工法」を採用。落葉樹中心の多様な植
栽により、ヒートアイランド緩和や生物多様性の
確保、水循環の再構築を実現。企業としての挑戦
と、森を活用したイベントや認証取得による価値
の可視化にも取り組んでいる。 
 
ディスカッションで印象に残った点 
質疑では、都市の緑の「質」をどう高めるか、緑

化政策の評価指標、企業が森づくりに取り組む動
機、市民の関与の広げ方などが議論された。 

小野なぎささんは、都市の緑の「質」の変化や市
民の価値観の変化について質問。竹内さんは、都
市の緑は密植や老朽化により更新が必要であり、
歴史や用途に応じた見直しが重要と答えた。また、
志賀さんは、都市の森は木が育っても地下環境が
悪化しており、再生が難しいと指摘。高橋氏は、企
業の森づくりは担当者の熱意や地域性への配慮が
原動力であり、維持管理の工夫が必要だと述べた。 
坂本有希からは、多様な価値観を持つ都市住民

に緑を「自分ごと」として捉えてもらうにはどう
すればよいかを問いかけた。志賀さんは、都市の
森は作りやすいからこそ「本来性」や歴史的背景
を踏まえた丁寧な設計が必要と述べた。竹内さん
は、緑のゾーニングや市民の声を反映する制度が
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整いつつあり、提案や対話が重要と強調。市民・行
政・企業の協働による価値の共有が鍵であると応
じた。髙橋氏は、企業の思いや制度的支援が後押
しとなり、都市の森が環境貢献とウェルビーイン
グの場になる可能性を語った。全体を通じて、都
市の森を「自分ごと」として捉える視点の共有が
重要であることが確認された。 

 
＜報告者＞坂本 有希 
（フェアウッド・パートナーズ、一般財団法人 地
球・人間環境フォーラム） 
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■フィールド編 
「新しい里山的生き方＝生物多様性
保全？（大阪府富田林市）」 
 
＜趣旨＞ 
身近な里山での保全・利用活動と生物多様性保全
が一体となった暮らしとは。大阪府富田林市にて
2025年５月 17日（土）・18日（日）の 2日間で
フィールド編を実施した。初日は、「里山で暮ら
す、自然とともに生きていこう」をテーマに 
大阪府河南町で里山保全活動を続けている NPO
法人里山倶楽部の活動フィールドを視察した。2日
目は、大阪の里山指標調査の取り組みを学びなが
ら、日本的自然観を取り入れた身近な里山での暮
らし方を考えた。 
 
＜フィールド編 初日＞ 
NPO法人里山倶楽部の活動フィールド視察 
フィールド編テーマの「新しい里山的生き方」

は、今回訪問地の里山倶楽部のコンセプトから設
定したもので、初日はその実践の場がどのような
状況になっているか、つぶさに見てもらった。ス
タート地は小さな棚田から、簡単な顔合せをした
後、無農薬の米づくりや崩れた畔の石積み復旧な
どを見学、隣接する雑木林の落ち葉堆肥やソーラ
ーパネルの水洗トイレなど、できるだけ現地の資
源で必要物をまかなう活動を展開している。 

 
 つづいてメインの見学地である雑木林へ。1995
年頃 3ｍの笹を全面刈りして萌芽更新と植樹、毎

年の草刈り管理で約 30年、昔ながらの薪炭林とし
て美しく育った林内を歩いた。このような薪炭林
に入ったのは初めてという方もいて、明るい林床
や伐採後に萌芽した切り株、笹と見分けのつかな
いササユリの芽生えなどを実際に見ることを通じ
て、30年の成果を肌で感じてもらえたと思う（夜
の懇親会では、この雑木林で撮影されたイノシシ、
キツネ、アナグマ、タヌキなどの映像も紹介）。 
 その後、里山倶楽部の活動拠点地まで徒歩移動
し、小休憩をはさんで拠点小屋下の斜面を見学。
この斜面は 2016 年の最初の崖崩れを単管パイプ
と土嚢による土留め工事（手作業）で一旦復旧し
たものの、2023年の大雨で再び崩壊した。その原
因が水を潜らせる土嚢の大量使用と判明したため、
坂田昌子氏が全国で指導されているシガラ工法に
転換して、現在、再度の復旧に取り組み中である。
みなさん、これが近頃うわさのシガラ工法か…と
興味津々で、枝と落ち葉だけなのに驚くほどしっ
かりしていること、たいへん手間がかかるが誰で
も出来る工法であること、そして何より生物多様
性ゆたかな森の基盤となることに、きっとそれぞ
れの気づきがあったと思う。 
 

 
 夕食は里山倶楽部のシェフが腕をふるった里山
カレー（温泉卵付き！）を美味しくいただき、焚火
を囲んでの自己紹介タイムは、森づくり仲間の集
いらしい賑やか＆なごやかな風景だった。最後に
デザートの「シガラケーキ」に驚いてもらって宿
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泊地に移動、明日の朝を心配しながらも夜中まで
大いに盛り上がり、交流が深まったのは言うまで
もない。 
＜報告者＞ 
寺川 裕子（NPO法人里山倶楽部 事務局） 
 
 
＜フィールド編 2日目＞ 
意見交換会・ディスカッション 
 フィールド編 2日目は富田林市 市民会館で「新
しい里山的生き方＝生物多様性保全？」をテーマ
に意見交換会・ディスカッションを実施した。 

まず、里山倶楽部の活動紹介を事務局の寺川裕子
さんから行った。里山倶楽部は 1989 年に前身団
体が発足、1995年に里山倶楽部として任意団体設
立、2002年に法人化。里山保全、生産物販売、環
境教育、人材育成、自然エネルギー活用、オーダー
メイド型研修など多岐にわたる活動を展開。 
設立当初のコンセプトは「好きなことして、そ

こそこ儲けて、いい里山をつくる」。現在は「新し
い『里山的』生き方・暮らし方の提案」に変えた。
2017年からは「里山と暮らす応援講座」を毎年開
催し、旧暦やシガラなど多様なテーマを扱う。各
グループは独立採算制で自由に活動し、その結果
としてよい里山が形成されている。大阪自然環境
保全協会の「里山指標生物調査」では、草本は 40
種中 26種（65％）、木本は 20種中 8種（43％）、
ほ乳類は 5種中 3種（60％）が確認された。 
 続けて、里山倶楽部代表の新田章伸さんが、子
どもと自然の取り組みについて紹介した。「子ど
もと自然」をテーマに里山キッズクラブを主催。

活動を通じて、理論と実践のバランスの重要性に
気づき、「日本的自然観」を基盤とした実践研究会
を設立。自然観は「おのずから」を中心に、「和・
敬・清・寂・愛」の 5 要素で構成され、自然を命
として全体的に捉えるホリスティックな視点を重
視している。 
現行の「里山っ子クラブ」では、幼児から親まで

が参加し、「自然体」の生き方を体験的に学ぶ。よ
り多くの子どもに届けるため、2003年から地元小
学校でも活動を展開。自然を通じて多様性を理解
し、人間関係にもつなげている。 
 次に、大阪自然環境保全協会の会長の夏原由博
さんから、お話しいただいた。里山の自然再生に
は、人の手による管理が不可欠。マツタケが減っ
たのは落葉かきの減少が原因で、草地や湿地も大
きく減少している。里山は人が作り、維持してき
たものであり、放置すれば自然は失われる。活動
地の穂谷では竹藪が増え、農地が放棄されている
が、これを元に戻すことが目的。協会は 1982年か
ら全国に先駆けて里山活動を開始。調査・講座・シ
ンポジウムなどを通じて、保全・文化・提言の 3分
野で活動。地権者や行政と連携し、学校や地域と
も協働している。持続には、目標の明確化、地域と
の関係、生物モニタリング、遊び心、資金調達が重
要。 
 そして、休憩を挟み、松村正治さんの進行でパ
ネルディスカッションを行った。主な内容は以下
の通り。 

・里山活動の継続性と多様性：里山倶楽部は「楽
しさ」や「主体性」を重視した活動を通じて、生物
多様性の向上に貢献してきた。明確な目標よりも、
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ゆるやかな指針のもとで多様な人々が関わること
が重要。 
・日本的自然観と文化的背景：「健全な自然観」は
ホリスティックな視点で自然を命として捉える考
え方。欧米的な環境教育の輸入ではなく、日本の
文化や地域性に根ざした教育が必要。 
・木を伐る自然保護と草地・湿地の重要性：木を
伐ることも自然との関係を再構築する手段。森だ
けでなく、草地や湿地の減少が生物多様性に大き
く影響しており、保全の対象を広げる必要がある。 
・活動の目的と配慮のバランス：楽しみながらの
活動が結果的に自然によい影響を与えるが、意図
的な配慮が欠けると逆効果になる可能性も。シガ
ラのように人と自然の両立を目指す取り組みが理
想。 
 ・草地再生と価値の共有：草地の種類や管理方法
によって生態系が変わる。関係者間の目的の共有
とコミュニケーションが重要。自然の価値を見出
すことで保全につながる。 
・企業との連携と持続可能性：企業活動にも自然
観を取り入れ、持続可能な産業と生物多様性の両
立を目指すべき。市民レベルの実験を通じて、企
業にも具体的な技術と配慮を提示する必要がある。 
・多様性の本質と社会への応用：自然の多様性を
理解することで、人間の多様性も受け入れやすく
なる。企業や教育現場にもこの視点を取り入れる
ことで、持続可能な社会の構築につながる。 
・制度と政策の動向：農林業の改革やオフセット
制度の導入により、生物多様性の回復が期待され
る。NPOも制度設計に関与する準備が求められて
いる。 
 
<報告者> 
鹿住 貴之（認定NPO法人 JUON(樹恩) NETWORK） 
 
 
 
 

オプションツアー 
「堺市第 7-3区共生の森」視察・見学 
 
二日目午後のオプションツアーは、大阪府堺臨

海部にある「堺市第 7-3 区共生の森」を視察・見
学した。この場所は大阪湾に突き出した廃棄物処
分場跡地のうち 100ha で、約 20 年前から大阪府
との協働で森づくりに取り組んでいる。昨年には
環境省の「自然共生サイト」にも認定され、大阪湾
岸におけるネイチャーポジティブ実践地としても
注目されている。当日は、本フィールドで森づく
り活動を行っている「NPO共生の森」の理事でも
ある寺川（NPO法人里山俱楽部）が案内した。 
入口ゲートで大阪府担当者の出迎えをうけ、ま

ずはシンボルとなっているちぬみ山（標高 37ｍ）
周辺の植樹地を見学した。10年以上前に植樹した
山頂付近はすでに埋立地とは思えない森に成長し
ており、一方、2～3年前に植えた中腹の植樹地は
これからまだ草刈りが必要な低木で、これらが長
年継続している森づくりの景観を表わしている。 

 
 
山頂から大阪湾を一望し、開催中の万博の大屋

根リングが見えて盛り上がったのち、草原性の野
鳥（チュウヒ、コミミズク等）の生息を目指してオ
ギを移植・育成している草地に移動した。共生の
森敷地内には、森林だけでなく草原や池・水辺等
の多様な環境があり、約 10年前から繁殖が確認さ
れているタヌキのため糞も観察した。 
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前日の視察が典型的な里山の雑木林だったため、
それとはまったく異なる埋立地でのゼロから 20
年かけての森づくりに、みなさん大変興味をもっ
たようだった。また共生の森はまだ一般公開され
ていないため、全国の森仲間を案内する貴重な機
会となった。最後に大阪とは思えない広々とした
草原で、シンボルの「ちぬみ山」をバックに記念写
真を撮り、帰途についた。 

 
＜報告者＞ 
寺川 裕子（NPO法人里山倶楽部 事務局） 
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 参加実績・参加者アンケート 

＜視聴再生数・参加者数＞ 
日程 プログラム 実績 備考 

配信 基調講演（渋沢寿一さん）  604回 YouTube再生回数（6/1まで） 
配信 基調講演（トークセッション部分）  345回 YouTube再生回数（6/1まで） 
配信 主催挨拶・プログラム紹介 171回 YouTube再生回数（6/1まで） 

4月 22日（火） オンラインセッション 1 79名  

5月 23日（金） オンラインセッション 2 69名  

5月 30日（金） オンラインセッション 3 60名  

5月 17日（土）
～18日（日） 

フィールド編 29名 一般参加 16名、 
実行委員・講師・関係者 13名  

合計再生回数 
／参加延べ人数 

1,120回 
237名 

参考：前回実績 
動画再生 1,784回 
延べ参加 227名 

※オンラインセションのアーカイブの視聴回数は、Microsoft365 ドライブ上で動画データを再生させる
方式のため、回数記録が不可。（有料プログラムは YouTube上にアーカイブ化不可） 
 
＜参加チケット申込数＞ 

項目名 申込数 申込数（前回） 備考 
基調講演の視聴のみ 265 501  
早割 オンライン編 138 122  
学割 オンライン編 9 14  
一般（通常） オンライン編 34 75  
オンラインセッション アーカイブ - 4  
応援・協賛 10 9  
一般 フィールド編 18 20 内キャンセル 3名 
学割 フィールド編 1 5  

合計 475 750  
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＜各プログラム参加後の感想＞ 
◇オンラインセッション（4/22、5/23、
5/30） 
アンケート回答数：58 
 
１．参加動機を教えてください。（複数回答可） 

回答 回答数 
セッションのテーマに興味・関心があ
ったから 

52 

登壇者に興味・関心があったから 14 
森林・林業全般に関する知識や情報を
得たかったから 

26 

持続可能な社会や環境問題への関心
から、森林・林業の役割について理解
を深めたかったから 

36 

自身の業務・取組や、研究・学業に関
連する最新情報や専門知識を得たか
ったから 

24 

 
２．今回のセッションについてどのように感じ
ましたか？ 

回答 回答数 
興味深く感じた 24 
新しい情報・知見を得ることができた 27 
普通 3 
期待したほどではなかった 4 

 
３．参加前に比べて、新たな気づきや発見があ
れば具体的に教えてください。 
4/22：オンラインセッション 1 
・前提知識があった方がきっとより興味深く拝聴
できるのではないかと感じました。 
・放棄地の森林遷移や人間によって環境が維持さ
れている事例を知れて、勉強となりました。 
・人が関わることでの生態系への負の影響はよく
耳にすることがありましたが、正の関わり方もで
きるというのが希望に感じました。 

・過疎化村落の状況、また、森林を活かしている
方々のお話、そうなんだと思いながら聞きました。 
・焼き畑（縄文遺跡）と黒ぼく土の分布の一致、現
在の土地利用によっては遠い将来の植生（自然環
境、生態系）にも影響する可能性があることを知
りました。 
・知ることは大事だと感じた。 
・人口減が生物相も貧困にするというのは、ちょ
っと衝撃です。 
・深澤さんのお話しで、放棄された土地が本来の
植生に戻ることは少ない、というのは驚きでした。
人が関ることで里山保全ができ、生物多様性の可
能性が広がることは、特に次世代に伝えていきた
いと思います。人がいなくなれば温暖化は止めら
れるのではないか、と考える人があまりにも多い
なかで、こうした事実は次世代の希望の灯となる
のではないでしょうか。 
・阿蘇の黒色土は火山灰の影響だと思っていたが、
人の手が加わっていたというのは知らなかった。 
・人口減少→耕作放棄される土地が今以上に増え
る中で、（なんとなくそんな予感はしていました
が）その土地の多くが森林化せず荒廃・劣化して
いくということが知れてよかったです。里山保全
がますます重要であると改めて認識しました。ま
た、深澤様のお話では黒ボク土は縄文人が火入れ
をしていたことで作られたということ、焼き畑だ
けでなく「焼き狩り」があったことを初めて知り、
大変興味深かったです。嵯峨様のお話は、伊吹山
の薬草文化については初めて知ることばかりでし
たので終始興味深く拝聴させていただきました。 
・黒ぼく土、縄文人の火入れ里山と生物多様性、
耕作放棄地などが自然に森に還らない、薬草文化  
誇りが集落維持につながる。 
・日本は気候的に放置すれば森になると思ってい
たが人が改変した土地ではそうではない場合が多
いという事は驚きだった。 
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・福島県の原発事故などに伴う農村の過疎化への
現状の考察。 
・棚田が放棄されると地滑りリスクが高まるとい
ったお話から、森林も含め一度手を付けたら責任
が伴うことを改めて感じました。 
・放置集落で森林は自然に還らない。 
・「耕作放棄地は簡単に森に還らない」との話、質
問にもありましたがこれまでの理解と真逆で面白
かったです。また、伊吹山の獣害に負けずに地域
を維持していこうとの話も興味深く、機会あれば
岐阜側にも行ってみたいなと感じました。 
 
5/23：オンラインセッション 2 
・地方部（スキー場跡地等）から都市部（再開発エ
リア）まで、まだまだ人間の努力で生物多様性回
復の可能性があることを知ることができました。 
・ビッグデータを生物多様性の評価（活動、開発
によりどの程度のポテンシャルアップに貢献でき
たか、出来ていそうか）に実際活用している事例
を初めて知ることができた。 
・カーボンオフセットの生物多様性版。 
・里山保全に興味を持っている高校 3 年生です。
現在里山が抱える問題点の一つ、生物多様性につ
いて、将来に向けてどのような活動が実際行われ
ているかを知ることができました。 
・ビッグデータの扱い方、捉え方。 
・ファシリテーターがとても上手でした。データ
は専門家だけで作るものではなくて、生活にどの
ように繋がっているかが大事という視点が面白か
った。 
・スキー場のようなところは放置すると多様性が
下がる。土壌浸食はアフリカの粗放農業みたいな
所をイメージしてましたが、スキー場も浸食され
るのですね。考えると、人の通り過ぎた登山道の
浸食も近いものがあるのかなと思いました。 
・将来の森や生物多様性の姿の可視化が進み、そ
れによる新たな取り組みの実現が可能なこと。何
より、100 年先の未来に向けて、自分たちが生き

ていなかったとしても、データを通して、今自分
たちが環境や自然のためにできることがあるのだ
という事が、数値を通して理解できた事に希望を
感じました。 
・今回の例のようなビッグデータ利用では、出資
者・投資家への説明材料としての利用情報にしか
なり得ないのだという思いに至った。研究団体・
研究者・大学教授・有資格者のモニタリングや調
査であればその人物・団体の責任という形で信頼
性に裏付けと保証ができるが、そこの部分がビッ
クデータでは保証されないために情報とすらいい
がたい何かを生成しているように感じる。愚直で
高コストで信頼性の高い調査を嫌って、安価な「情
報のようなもの」にすがっているように感じる。
行政や研究者の使えるデータではないと判断され
るものを、出資者になら良いだろうという態度は
不誠実に感じた。そういう生成された情報をもと
に出資を集めるというのは、今後何かしらの法的
な規制などがかかってくるのではないかと感じた。 
・具体的な企業が生物多様化について、どう取り
組み、どう見せているかまたどう感じているかの
現時点を聞けて良かった。 
・森林回復が仕事として成り立つと良いと思う。 
・職場近くの東京都心のビルの間の緑地が「自然
共生サイト」に指定され驚いていたが、今回申請
がとても多いと聞いて納得。 
 
5/30：オンラインセッション 3 
・所属している学校内で上記のように、森林や森
づくりに対する価値観やグラデーションを考えて
いける場をつくりたいと思った。 
・一人、都心森ウォーキングをして、新たな発見
を楽しんでみたいと思います。 
・「まちなかの森ガイドウオーク」、屋敷や古民
家、古い建物と一体になった森の保全。 
・ウェルビーイングを高める企業向け木育や森の
ガイド。親子向けには行っているがもっと注目さ
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れ、森林保護や保全が促進されると良いと思うの
で。 
・新しい視点を探そうと強く思いました。 
・都市部の森林を利用した、ガイドウォークなど
のソフト事業。 
・都市部に住んでいる私ですが、森づくりに参加
する中で、自然とふれあう楽しさを実感し、それ
を発信してきました。今回のフォーラムに参加し
て、新たに取り組んでみたいと感じたのは、生物
多様性や自然の循環に関心を持つ人を増やす活動
です。志賀さんのような町の中にある自然を題材
にしたガイドウォークなどを通じて、身近な自然
の魅力を伝え、人々が自然とつながるきっかけを
提供していきたいと思った。 
 
オンラインセッション複数参加 
・シンクネイチャーさんを知り興味を持っていま
す。 
・都心部で「自然共生サイト」の登録が増えたり、
緑地を計画的に増やしたりする動きが活発なこと。
これらの森・公園・また皇居も含めて、横断的な生
息調査が出来たら面白いと思います。 
・地方よりも、都市部の方が、森林に対する考え
方が多様であるように感じました。それは、言語
化の程度や表現の仕方の部分なのかもしれません
が。 
・森づくり、都市の森の整備に関わっているので、
竹内さんのお話、志賀さんのお話が特に良く、と
ても学びが多かったです。国土交通省が市街地の
緑被率 3%を目指すと言っていることや、森ボラン
ティアのリーダーとして気にすることなど。大変
良かったです！！！ 
・他の動植物に対して人間は負の影響ばかり与え
る存在と思っていたが、そうではない事に驚いた。
同時に、現在取り組んでいる保全活動への意欲が
高まった。 
 

４．今回参加して、新たに取り組んでみたいこ
とは何ですか。 
4/22：オンラインセッション 1 
・里山の暮らしについてわかりやすい本を探索し
ようと思いました。 
・より多くの山村地域に訪問したい。 
・自分は、障碍者ですので、なかなか取り組むも
のはありません。昔は木々に囲まれて育っていた
のですが、現在は、柑橘類(八朔、伊予柑、甘夏等）
の育成などを行い、そこから、木々について学ん
でいます。 
・森林保全、鳥獣害対策。 
・薬草を活用したもの作りで里山を活性化してみ
たい。 
・現在は個人的に森林にかかわる活動(森林セラピ
ーの提供)をしていて、以前は地元を中心に色々な
ボランティア活動にも参加していたのですが、今
後また森林や里山保全の活動にもかかわっていき
たいと改めて感じました。 
・地域の高齢者に野草薬草活用について聞く、野
草薬草活用、暮らしの中で様々な植物を活用して
暮らしてきたことや生物多様性失われるとどのよ
うな影響があるかを知ってもらう機会を作り、そ
の維持のために様々な人々に関わってもらう機会
を作る。 
・身近な山野の薬草に目を向けてみたくなった。 
・現在の活動継続。 
・弊社社有林（自然共生サイト「井川山林」）の生
物多様性を調査したいのですが、マンパワー不足
で進んでいません。ご相談に応じていただけます
でしょうか。 
・（引き続きですが）現在通っている栃木県の里
山整備にも生かせるヒントを探していきます。 
 
5/23：オンラインセッション 2 
・今回のお話（オンデマンドでの復習含め）を反
芻して何かの糧にしたいです。 
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・森林の調査・評価に関する DX についての情報
収集。シンク・ネイチャーさんの HPの閲覧。 
・環境系の学部に進学できれば、もっと深く勉強
するとともに、保全活動にも参加し、将来の職業
に活かせていきたいと思っています。 
・企業が自然資本に与える影響のデータ分析。 
・自分が実施している森林浴ファシリテーターの
アーバンフォレスト森林浴プログラムの中で、今
日おうかがいした都心の森での実例なども共有し
ていきたいです。 
・固定種の野菜の育苗に挑戦しておもしろいので
今秋冬はオニグルミやどんぐりの発芽に挑戦しよ
うと思う。本当は育苗、植苗までイベントとして
みんなで楽しみたいと考えているが場所がありま
せん。 
 
5/30：オンラインセッション 3 
・所属している学校内で上記のように、森林や森
づくりに対する価値観やグラデーションを考えて
いける場をつくりたいと思った。 
・一人、都心森ウォーキングをして、新たな発見
を楽しんでみたいと思います。 
・「まちなかの森ガイドウオーク」、屋敷や古民
家、古い建物と一体になった森の保全。 
・ウェルビーイングを高める企業向け木育や森の
ガイド。親子向けには行っているがもっと注目さ
れ、森林保護や保全が促進されると良いと思うの
で。 
・新しい視点を探そうと強く思いました。 
・都市部の森林を利用した、ガイドウォークなど
のソフト事業。 
・都市部に住んでいる私ですが、森づくりに参加
する中で、自然とふれあう楽しさを実感し、それ
を発信してきました。今回のフォーラムに参加し
て、新たに取り組んでみたいと感じたのは、生物
多様性や自然の循環に関心を持つ人を増やす活動
です。志賀さんのような町の中にある自然を題材
にしたガイドウォークなどを通じて、身近な自然

の魅力を伝え、人々が自然とつながるきっかけを
提供していきたいと思った。 
 
オンラインセッション複数参加 
・当社社有林の取組が可視化ができないかと考え
ています。 
・色んな立場で森林に触れたいと思いました。ま
ずは、身近な森に定期的に行こうと思います。 
・海の森公園に行ってみようと思いました。都市
の緑の役割について良く考え、近隣住民とのコミ
ュニケーションを上手にとっていきながら、市民
の皆さんにもっと市内の森のことを知ってもらう
活動もしたい（志賀さんのガイド、良いですね）と
思いました。 
 
６．ご意見・ご感想、ご提案や取り上げてほしい
テーマや地域等があればお聞かせください。 
・環境政策や多様性を守るためには、新しい都市
政策に里山の暮らしをどのように実装できそう
か？ 
・全体的なダイナミクスと環境が維持されている
事例を学べましたが、人口が減っていく中でどの
ように対応していけばよいのか、という点の議論
を、専門家の方の議論を伺いたかったです。 
・通信大学で、自然科学(生物)を今年学んでいます。
今回のお話は、とてもよかったと思います。 
・学術性の高い内容で一般市民としては難しかっ
た。渋沢先生の基調講演ともう少しリンクしてほ
しかった。 
・山林売買に関する情報。 
・観光と生物多様性について。 
・シカとイノシシの獣害対策について。例えば①
日本犬(甲斐犬)を番犬にする、狩猟で仕留めたシ
カやイノシシを犬のエサにする、日本犬の血統を
守ることにもなる等②シカの好きな植物アカメガ
シワ等を植えてそちらを食べさせる 
・大変興味深い内容であっという間の２時間でし
た。ありがとうございました。 
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・シカに新芽が食べられて森の幼苗木が育たない
ということがおこっているので、シカ害が増えて
いる中で、どうやって森の生物多様性を維持して
いくか？鹿害が土壌流出にもつながっているので、
対策をどうするか？ 
・北陸の自然に関する講座。 
・井川山林で進んでいない調査など、取り組んで
いただける先を探しております。 
・次回以降も楽しみです。 
・次回 3 回目はリアルタイムは無理ですが、オン
デマンドで勉強したいです。 
・関東近郊で行われている里山保全活動の取り組
み。 
・福徳の森、神社のお話が興味深かったです。最
後の方で、三井不動産の中でも 99％の人が知らな
いかも・・・というようなお話もありましたが、
人々の価値観も含めて変えていくものを提示でき
る可能性がある、ということが印象に残りました。
また、トークセッションでもあったように、生物
多様性の指標、見える化を進めることとが何かの
制限の方向ではなく、みんなが前向きに、ポジテ
ィブになれるような捉え方を考えていこう、とい
う点に大変、共感しました。 
・J-クレジットやビジネス化について。いままで評
価されていなかったものが評価される所を目指し
たいです（実態のない価値もどきでは困りますが）。 
・ありがとうございました。 
・田舎で育ったのもあり幼い頃から自然が大好き
だったので、子供は皆自然の中で遊ぶのが好きだ
と思い込んでいました。最近、自然に全く興味を
示さない子供がいるのを知って、昔からそういう
子がいたのか知りたくなりました。大人も含めて
自然がヒーリングにならない人がいるのか、いる
なら育った環境により知らないからなのかなどを
知りたい。今日のテーマも人と自然の循環がカギ
になってくると思いますが、興味を持ってもらう
キッカケ造りのヒントに上記のことを知りたいと
思いました。 

・バイオームをやったり、昨年某大学の調査に協
力したりしていると、データ蓄積の取り組みは実
はいろいろなところで別々にされているのではと
思いました。見える化できたらできたで、その運
用で課題が出てくると思いますが、保護活動のノ
ウハウの共有にもつながるので期待したいです。 
・ありがとうございました。一人でもできる小さ
なステップの森活があれば知りたいです。 
・街中の緑を考えたい。今回の企画は興味深かっ
た。 
・どの話も分かりやすく興味深かったです。これ
だけ環境について色々叫ばれているにも関わらず
状況が変わりません。大企業でなくても個人や小
規模ボランティアグループでも可能な森林、緑地
の地域への貢献度の計測方法、項目について、評
価、他の地域との比較方法などについて知りたい
です。 
・このまま人為的で急激な地球温暖化が進行する
と、東京の 2050年には夏 42℃、真冬でも 26℃に
なると想定されています。この急激な地球温暖化
は生物多様性を大きく棄損しています。さらに棄
損のスピードが速まることが想定されています。 
生物多様性保全が大切だと言うのなら、まず地球
温暖化の緩和策を徹底することが最重要だと考え
ます。わが家のカーボンニュートラル実現のため
の行動変容すらできないのに、生物多様性保全に
ついて語るのは詭弁ではないでしょうか(まるで
グリーンウォッシュそのものだと考えます)。わが
家では、生物多様性の保全が重要だと考え、ほぼ
カーボンニュートラルのくらしを実現しました。 
・森に関わる経済、お金の話。山林、都市の緑地な
どフィールドに関わらず、維持管理や継続利用が
できている場所の経済循環の事例、また今後の価
値基準の変化の展望など。 
・自然や地球環境について、若い世代の取り組み
と考え。 
・肉体的にもきつい、毎年同じことを繰り返す保
護活動を、継続させていくためのモチベーション
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は何なのか、ボランティアにそのような継続は可
能なのか。続けてきた成果が目に見えて、どこか
にあるものなのか。 
・東京では緑が増えているということでしたが、
都市近郊（私のいる市川市など）ではたぶん、反対
に、宅地化の波が止まらず、森や緑が壊され続け
ています。つまり緑が減り続けています。ぜひ都
市の森だけでなく、都市近郊の森の危機とその守
り方についてもいろいろな方のお話を聞いてみた
いと考えています。 
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◇フィールドセッション（5/17～18） 
アンケート回答数：15 
 
１．参加動機を教えてください 
回答 回答数 
森林・里山環境や生物多様性、そ
の保全の重要性について学びたか
ったから 

10 

具体的な里山保全の技術や現場で
の取り組みを、直接見聞きして学
びたかったから 

12 

フィールドの自然や景観に直接触
れ、体験してみたかったから 

10 

自身のこれからの活動・取り組み
の参考にしたい、または活かした
いと思ったから 

12 

この地域で行われている取り組み
や、活動する人々に関心があった
から 

8 

その他 3 
＜その他回答＞ 
・里山倶楽部の活動地をみたかった。 
・人とのつながり。 
・お久しぶりのポッキーさんと会いたかったから。 
 
２．本プログラムについてどのように感じまし
たか？ 

回答 回答数 
興味深く感じた 3 
新しい情報・知見を得ることができた 24 

 
３．印象に残った地域の魅力は何ですか？ 
・石積み・やがらなど、自然物を使って整備して
いたこと。 
・里山倶楽部の実際のフィールド。 
・斜面を強化しがら生物多様性を破壊しない「シ
ガラ」。 
・里山の概念が変わったこと。 

・住んでいる場所で保全活動に取り組んでいるこ
と。 
・好きな人が好きな事ができる、といういうこと
で続いていること、いつも勉強会など最先端の技
術を学んでいらっしゃること。 
・「一服ひろば」や「シガラダファミリア」など、
名前をつけて楽しまれている様子が魅力的でした。
また、あずまやの拠点が、カマドがあり焚き火が
でき、素敵でした。 
・ごはんがおいしかった（子供の意見）。特にビー
フシチュー、ハム。森のことが知れた。 
・大阪の近郊にこれだけの里山があり、そこで活
動しているすばらしい団体があること。 
・里山倶楽部様の場所、空気感が最高でした。集
落と魅力あふれるたたずまいで、訪れることが楽
しみになる場所でした。 
・そこにいるときに感じる“気持ち良さ”。 
・集まった人がやりたい事、得意な事をやる。 
 
４．参加前に比べて、新たな気づきや発見があ
れば具体的に教えてください。 
・沢山のワードや考え方。シガラ、萌芽更新、石づ
み、足もとの自然からはじめる、生物多様性の生
き物は人間も(それは私にとってはあたりまえだ
ったが、海外では違うかもということ)新しい里山
的生き方暮らしを提案していく！ということ、木
を切って自然を守る(そうそうと思うけれど言語
化されて実践例をお聞きできたこと、人工股関節
置換手術やリバビリ後、初フィールド。今後、里山
に来れるとわかったこと。 
・減少しているのは、田んぼや海岸であること。
生物多様性から見ると、その全てのバランスをと
っていくことの大切さに気がつきました。 
・楽しく里山活動する大切さを、あらためて。 
・ギャップがあることで生物多様性が生まれると
いうこと。 
・手を加える自然の意味、手を加えない自然の将
来の違いを知ったこと。 
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・生物多様性を自分事にするために、何のために
生物多様性を学ぶかは「よりよく生きるため、自
分の命を大切にするため」という伝え方はとても
すてきだなと思いました。生物文化多様性という
考えは、「日本人は舶来品（概念、プログラム、教
材等）が好き」「90 年代からの約 30 年間で、環
境教育は思ったほど深まらず、拡がっていない」。 
・「約 50 年前（1976 年）は保護していたニホン
ジカのいま」など長いタイムスケールでの肌感覚
を学べた。 
・ムヒを忘れないこと（子供の意見）←カにかま
れたこと以外は楽しかった。 
「しがら」を地域の方自ら作り国土の保全に生か
していること。※4，5 ともいくつもありますが、
キレイに文章化できずすみません。 
・佐用町のユーカリの話を参加者の方から聞いて、
問題だな（なんとかしたいな）と思った。生物多様
性のディスカッションは話が広がりすぎたかも。
あえて人間の多様性には広げない方がよかったか
も。 
・里山の手入れ、生い茂りすぎた山も生き返るこ
とが実感できました。 
「常識」ってけっこうウソだねー。萌芽更新のリ
アル（早く大きくなる）昔の自然保ゴは、人と自然
を切り離す。 
・しがら工法、ギャップの大切さ。 
 
４．ご意見・ご感想、ご提案や取り上げてほしい
テーマ・地域等があればお聞かせください。 
・現場の空気感を味わえることがよかったです。 
・大変お世話になりました。ありがとうございま
す。非常な勉強になりました。今後もよろしくお
願いいたします。 
・私にとって大変貴重な経験でした。さまざまな
世代の方のお話を聞け、生物多様性の違った見方
も知ることができました。2 日間ありがとうござ
いました。 
・シカなどの食害被害の対応策について。 

・広域の里山林管理にどのように取り組んでいっ
たら良いか。里山にあるスギ、ヒノキ、カラマツ等
の人工林の取り扱い方。 
・ぜひまたフィールドワークを入れてほしいです。
最近何でもオンラインで現場に行く機会がないの
で。 
・全国的な最近事例だったり、地域で活動で普遍
的悩みの解決のヒントになる事例や話し合いがで
きるとうれしいです。テーマとして、自然保護が
社会課題解決（Nbs）につながっている事例。特に
経済も入っているとよい（そこそこもうかる） 
・参加者が発言やアウトプット（Slidoなど）でき
る工夫があると、より議論が深まると思った。継
続してつながれるオンラインコミュニティがある
といいと思いました。 
・火や文化（民族学も）、京都もぜひ！ 
・全国の様々な取り組みについて知りたいです。
（今日初参加でした） 
・街中での生物多様性、街中での里山的くらし。 
・水源地としての山～海までつながる水がつなぐ
生態系と私たちの関わり。 
・生物多様性やその地域特有のであったりシンボ
ル的にそこで守りたい生物（植物含む）の必然性 
価値を全く興味のない人に届ける（ふに落とさせ
る）方法。 
・滋賀や京都でも里山・活動の見学・紹介をして
ほしい。 
・参加者が発言やアウトプット（Slidoなど）でき
る工夫があると、より議論が深まると思った。継
続してつながれるオンラインコミュニティがある
といいと思いました。
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 これまでの「森林と市民を結ぶ全国の集い」 
回 開催地 開催日程 開催テーマ 
第１回 東京 1996/2/16〜18 市民が支える森林づくり 
第２回 東京 1997/3/1〜2 「市民が支える森林づくり」の実現をめざして 
第３回 大阪 1998/2/21〜22 「市民が支える森林づくり」の新たな合意をめざして 
第４回 宮城 1998/12/5〜6 「市民が支える森林づくり」の新たな活動の広がりをめ

ざして 
第５回 高知 1999/8/19〜22 山の中で考えよう！「みんなで支える森林づくり」 

私たちがめざすべきものは何か 
第６回 東京 2000/9/15〜17 暮らしとともに築く森づくり 
第７回 広島 2001/2/9〜11 新世紀 森林づくり・地域づくり・人づくり 

−よりよき関わりを求めてー 
第８回 群馬 2002/9/14〜16 ともに森を治める社会をつくりだすために 

森と人と未来のための群馬ビジョン 
第９回 北海道 2003/11/1〜4 地域に根ざした森林とのおつき合い 

森林づくりの現在を理念から行動へ 
第１０回 東京 2004/9/18〜20 森とともに創るこれからの社会 
第１１回 愛知 2005/8/26〜28 森がうごく、人がうごく。そしてネットワークへ。 

森と人との関係をさらに深める。 
第１２回 大阪 2006/11/11〜12 みんなが創る森づくり 森と共に生きる社会をめざして 

〜参加から協働へ〜 
第１３回 福岡 2008/3/8〜9 暮らしにつながる森づくり 
第１４回 東京 2009/12/5〜6 今、あらためて問う「森林」の価値 
第１５回 岐阜 2011/6/4〜5 裏木曽の森を歩こう 
第１６回 東京 2011/10/9〜10 世界森林アクション・サミット 
第１７回 島根 2012/11/2〜4 神在月に集え！島根へ！～森林と木を活かす縁結び〜 
第１８回 東京 2014/3/22〜23 暮らしとつなげる森林の恵み〜都市の視点から考える 
第１９回 福島 2015/6/12〜14 東北復興に果たす森林の役割と市民活動 
第２０回 東京 2016/6/11～6/12 温故知森～森と私たちとを結ぶ新たな道～ 
第２１回 京都 2017/6/10～6/11 伝統－森林－未来へ 

～森林と関わる暮らしの歴史を学ぶ～ 
第２２回 東京 2018/6/16～6/17 変わりはじめた「山」・「ひと」・「街」 

～森の価値を分かちあう～ 
第２３回 静岡 2019/6/15～6/16 あなたの森林・里山との「関わりしろ」を考える 
第２４回 
【中止】 

東京 2020/3/14～3/15 世界が取り組む SDGsを、私たちの森に活かす！ 
～ともに学び、ともに歩む仲間をつくろう～ 
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回 開催地 開催日程 開催テーマ 
第 25回 東京、岩

手、宮城、
福島 

2021/3/7～14 「森林と市民を結ぶ」新たなカタチ 
～東日本大震災から 10年、コロナ禍のいま～ 

第 26回 東京 2022/5/18～6/4 森は誰のもの？～森林コモンズを考える～ 
第 27回 東京 2023/6/10～11 続・森は誰のもの？ ～森林コモンズを活かす明日へ～ 
第 28回 東京、福

岡 
2024/5/8～6/2 人も生き物たちも喜ぶ森をつくるには？ 

※第 1 回～第 23 回は現地開催。第 25 回、第 26 回はオンライン開催。第 27～28 回はオンライン及び現地開
催。 
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